














までの 50 対 1 の配置基準をさらに上回る看護補助者
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総病床数の区分は、99 床以下 16.9％、100 ～ 299 床




多い順に 100 ～ 299 人 52.3％、99 人以下 26.2％、300
～ 499 人 9.2％であった。病棟の病床数は、40 床未満
16.9％、41 ～ 50 床 38.5％、51 ～ 60 床 38.5％、61 床
以上 3.1％であった。看護体制は、7対 1が 50.8％、10
対 1 が 43.1％、13 対 1、15 対 1 がそれぞれ 1.5％であっ
た（表 1）。
2）対象施設の看護補助体制と看護補助者の概要
看護補助者数の平均は 33.5 ± 24.2 人であった。急
性期補助加算病棟配属の看護補助者数の平均は 23.1
± 19.1 人であった。急性期看護補助体制加算の取得
状況は、25 対 1 は 43.1％、50 対 1 は 32.3％であった。
夜間急性期看護補助体制加算の取得状況では、25 対 1
は 4.6％、50 対 1 は 3.1％で、75.4％が取得していない
と答えていた。
看護補助者の勤務体制（複数回答）は、遅出 51 件、
早出 51 件、日勤のみ 40 件、2交替 27 件、3交替 7件、
その他 7件であった。看護補助者の雇用形態（複数回
答）は、常勤 54 件、非常勤 58 件、派遣 11 件であった。
看護補助者の資格背景（複数回答）は、特に資格なし



























総病床数（区分） 99 床以下 11（16.9）
100 ～ 299 床 29（44.6）
300 ～ 499 床 16（24.6）
500 ～ 599 床 4（6.2）
600 床以上 5（7.7）
看護職員数（区分） 99 人以下 17（26.2）
100 ～ 299 人 34（52.3）
300 ～ 499 人 6（9.2）
500 ～ 699 人 4（6.2）
700 人以上 4（6.2）
◆対象病棟の概要（n=65：看護師長）
病棟の病床数（区分） 40 床以下 11（16.9）
41 ～ 50 床 25（38.5）
51 ～ 60 床 25（38.5）
61 床以上 2（3.1）
無回答 2（3.1）
看護体制 7対 1 33（50.8）
10 対 1 28（43.1）
13 対 1 1（1.5）











25 対 1 28（43.1）
50 対 1 21（32.3）




25 対 1 3（4.6）
50 対 1 2（3.1）































ツ交換 23 件、汚染した寝具の処理 14 件、おむつ交換
13 件、シャワー浴、入浴、部分浴 12 件、寝具・リネ




員の補助 41 件、おむつ交換 36 件、食事介助 29 件、シャ

































①ベッド周囲の清掃・整頓 58 89.2 35 6 15
②使用していない医療機器の清掃・整頓 41 63.1 27 3 12
③処置室、器材庫等の整理整頓 51 78.5 31 7 14
④病室環境の調整（温度・湿度の調節、採光、換気など） 46 70.8 26 6 15
リネン類の
管理
⑤ベッドメイキング・シーツ交換（自立した患者） 57 87.7 23 23 9
⑥ベッドメイキング・シーツ交換（臥床患者） 53 81.5 4 10 43
⑦寝具、リネン類の管理（請求・補充、整理整頓） 51 78.5 40 12 2
⑧汚染した寝具の処理 54 83.1 32 14 11
身体の清潔に
関する業務
⑨全身清拭、部分清拭 41 63.1 9 10 28
⑩シャワー浴、入浴、部分浴 50 76.9 12 12 29
⑪洗髪 33 50.8 21 4 11
⑫洗面・結髪等の整容 42 64.6 28 6 12
⑬口腔内の保清 32 49.2 20 2 16
⑭寝衣交換 48 73.8 16 11 27
⑮爪切り 19 29.2 14 2 6
⑯使用した物品の一次消毒 37 56.9 27 3 6
⑰感染症患者に使用した物品の片づけ 44 67.7 24 3 17
排泄に関する
業務
⑱トイレ誘導 37 56.9 27 1 13
⑲ポータブルトイレ介助 39 60.0 27 5 15
⑳おむつ交換 51 78.5 11 13 36
㉑陰部洗浄 41 63.1 10 10 27
㉒便器、尿器の準備、片づけ 56 86.2 49 6 5
㉓膀胱内留置カテーテルにたまった尿の後始末 14 21.5 10 0 7
食事に関する
業務
㉔患者の準備（オーバーテーブルの整頓、体位調整など） 51 78.5 27 9 21
㉕配膳と下膳（配茶、食事摂取量の報告含む） 59 90.8 36 7 19
㉖食事介助 49 75.4 20 3 29
㉗経管栄養の準備、片づけ 18 27.7 10 0 10
㉘服薬介助 16 24.6 7 0 14
安全・安楽に
関する業務
㉙臥床患者の体位変換を行う看護職員の補助 48 73.8 6 5 41
㉚罨法 16 24.6 9 0 10
㉛認知症患者等の見守り 44 67.7 24 3 23
32不安、不穏が見られる患者の見守り 36 55.4 16 1 24
移動・移送に
関する業務
33検査等の歩行介助 49 75.4 39 2 11
34車いす介助 54 83.1 37 4 15
35ストレッチャー搬送 53 81.5 6 4 43
診療に関わる
周辺業務
36検査・処置等の検体提出、伝票類の整備 45 69.2 34 1 7
37診療に必要な物品の準備と片付け、補充 35 53.8 17 5 11
38電子カルテへの代行入力 7 10.8 6 1 3























































































































































病棟の看護体制は 93.9％が 7 対 1 と 10 対 1 の看護配
置であった。43.1％の病院が最も看護補助者の配置が
手厚い 25 対 1 の急性期看護補助体制加算を取得し、
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